
 

 

 

報 道 機 関 各 位 

令和 8年（2026年）2月 25 日（水）17時 00分配付 

タイトル 令和８年度後志総合振興局独自事業及び地域観光振興事業について 

添付資料 事業概要 

内 容 

（目的・趣旨） 

後志総合振興局では令和８年度に次のとおり事業の実施を予定しておりますの

で、お知らせします。 

１ 振興局独自事業（地域政策推進事業、地域共創推進事業） 

地域課題の解決や個性と活力ある地域づくりを推進するため、振興局が地域 

と連携・協働のもと、政策形成段階から事業展開まで一貫して、地域に根差し 

た政策を推進する事業 

[令和８年度 事業一覧]                   （単位：千円） 

事 業 名  予算額（予定） 

１ 後志管内公共交通活性化事業 2,016 

２ ShiriBeshiグローカル推進事業 4,421 

３ ニセコトレイル利用促進事業 3,600 

４ ShiriBeshi雪冷熱エネルギー活用促進事業 1,700 

５ 後志地域人材確保・人材誘致推進事業 3,157 

６ ShiriBeshiの気候風土を味わう食と観光推進事業 3,800 

７ 持続可能なしりべし農業推進事業 1,200 

８ 後志産木材プロモーション事業 901 

９ コウナゴ漁期前調査事業 408 

10 後志南部地区ニシン魚価向上対策事業 551 

合  計 21,754 

 

２ 地域観光振興事業（宿泊税を活用する事業） 

   振興局が地域と連携のもと、地域の実態・ニーズに即した政策を企画・立案・

実施し、地域社会・道内経済の発展に資する観光振興施策を地域で展開する事業 

[令和８年度 事業一覧]                   （単位：千円） 

事 業 名  予算額（予定） 

１ 観光客広域移動利便性向上広域実証事業  

2,780 【後志・胆振連携総額：7,060千円】 

２ 持続可能な周遊観光促進事業  

6,820 【後志・胆振連携総額：8,820千円】 

３ 地域交通人材確保事業 6,600 

４ グリーンシーズンの魅力向上事業 5,000 

５ 訪日外国人向けマナー啓発事業 2,000 

合  計 23,200 

 



 

※各事業の概要は添付資料のとおり 

※資料は、北海道後志総合振興局のホームページでも公表しています。 

https://www.shiribeshi.pref.hokkaido.lg.jp/ts/tss/pressrelease.html 
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当たってのお願い 

 

道政記者クラブ
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所管課・係 

後志総合振興局地域創生部地域政策課 課長 倉坂 圭祐 

TEL 0136-23-1341  FAX 0136-22-0948 

       産業振興部観光戦略室 室長 彌永 幸子 

TEL 0136-23-1920  FAX 0136-22-0901 



事業概要

①後志管内公共交通活性化事業 2,016千円

事業期間 Ｒ６～Ｒ８

公共交通の維持や活性化のため、関係団体等と連携し、バス運転手等の募集活
動を実施するほか、北海道新幹線札幌延伸の早期完成・開業に向けて、機運醸成
を図るため、官民一体となって啓発活動を実施する。

バス運転手等の確保

北海道新幹線の札幌延伸に向けた気運醸成

・移住・交流フェアや運転手を対象とした就職・転職フェアに

バス事業者と連携して参加しＰＲ活動を実施するなど、

バス運転手等の確保にむけた取組を推進する。

※道外（大阪、東京等）での出展を予定

・新幹線を利用して来道する可能性の高い東北地方で開催されるイ

ベント等に関係団体と連携して参加し、後志の食や観光等の魅力を

発信するなど、官民一体となって啓発活動を展開する。

主な取組（R8年度）

就職・転職フェアに出展

東北地方のイベントに出展

事業概要
事業期間 Ｒ８～Ｒ10

② ShiriBeshiグローカル推進事業 4,421千円

「インバウンド先進地」であるだけでなく、様々な国籍の人々が共に暮らすこ
とで起きている新たな課題を関係機関等と連携し、共有・解決に向けて取り組む。
また、インターンシップと多文化共生の場を通じたグローカルな人材の育成に

取り組むことで、更なる関係人口の増大を目指す。

主な取組（R8年度）

外国籍住民に関する課題の共有・解決、交流機会の更なる拡大

ShiriBeshiグローカルインターンシップ事業の実施

・多文化共生実現のため、町で暮らす外国人と日本人が「やさし

い日本語」を通してコミュニケーションを行う「出張にこちゃ

ん」や、国の地方分支部局等の関係機関と連携し、課題の共有・

解決を行うシンポジウム等を開催する。

・外資系リゾート関連企業を中心とした管内の各種企業でのイン

ターンシッププログラムを、全国の大学生等を対象に実施する。



事業概要

③ニセコトレイル利用促進事業 3,600千円

事業期間 Ｒ７～Ｒ９

ニセコ積丹小樽海岸国定公園内にR4～R6にかけて整備した「ニセコトレイ
ル」について、自然公園の適切な利用と維持管理の促進を図るとともに、持続可
能な維持管理体制構築を図り、アドベンチャーツーリズムのコンテンツとして確
立を目指し、夏季の後志観光の推進に資する。

コース管理体制の検討

スタンプラリーイベントの開催

・トレイルコースの笹刈りなどの維持管理を行うとともに、協議

会において、トレイル維持管理体制や運営体制等を検討する。

・多くの区間を歩いてもらうために、スタンプラリーを実施し、

証拠写真、感想、意見を提出してくれた方に景品をプレゼン

トするイベントを開催する。

体験ツアーの開催

・ニセコトレイルの自然や周辺の歴史について学べる体験

ツアーを実施する。（参加者20名を想定）

主な取組（R8年度）

ニセコトレイルロゴマーク

トレイル維持管理作業の様子

事業概要

④ ShiriBeshi雪冷熱エネルギー活用促進事業（雪蔵推進プロジェクト）1,700千円

事業期間 Ｒ８～Ｒ10

「ゼロカーボン北海道」に向けた道民の意識醸成のため、各種啓発活動を行う
とともに、後志地域の個性・独自性を活かし、雪を再生可能エネルギーとして活
用する代表例として、雪蔵の設置推進を図る。

先進事例調査及び実証実験

「ゼロカーボン北海道」の普及・啓発

・雪蔵施設を設置、運用するために、管理方法や実績等の専門的知見を

有する大学や事業者へのヒアリングを実施するとともに、先行の施設を

視察する。

・振興局敷地内にコンテナを設置し、来春頃まで食品を保管・運用する

雪蔵の実証実験を実施する。

・道民へのゼロカーボン北海道とその目標について、認知度向上を図

るため、市町村におけるイベントで、ゼロカーボン啓発用のブース

を設置するとともに、ゼロカーボンの主要要素である省エネルギー

の利用について意識啓発を図るため、振興局の雪蔵推進活動におけ

る取組を紹介する。

主な取組（R8年度）



事業概要

⑤後志地域人材確保・人材誘致推進事業 3,157千円

事業期間 Ｒ６～Ｒ８

後志管内では人手不足が慢性化していることから、若者の地元定着促進や多様
な人材の確保、さらには企業活動等の省力・省人化を支援することで、人手不足
への対応を図る。

若者の地元定着

企業の人材確保支援

企業活動等の効率化、省力・省人化支援

・地域の仕事の理解を深め、将来的な地元定着を促進するため、高
校生を対象とした合同企業説明会や企業見学会を実施するととも
に、企業と教育機関の担当者による交流会を開催する。

・多様な人材の確保に向け、受入れ環境の整備を図るための伴走型
支援を実施するとともに、企業紹介デジタルブックの作成や就職
フェアを開催する。

・人材確保が難しい企業等の省力・省人化に向け、企業が抱える
課題に特化したオンラインセミナーを開催する。

主な取組（R8年度）

高校生向け合同企業説明会

高校生向け企業見学会

事業概要

⑥ ShiriBeshiの気候風土を味わう食と観光推進事業 3,800千円

事業期間 Ｒ７～Ｒ９

後志地域ならではの気候風土により育まれたワインをはじめとする多様な食資源に
関わる事業者への伴走支援と、それらを活用したガストロノミーツーリズム等の観光
プロモーションを一体的に推進し、販路拡大や誘客促進を図る。

主な取組（R8年度）

管内産品の高付加価値化

管内産品の販路開拓・拡大

・製造や販売等に関する新たな知見の獲得に向け、ワイナリーをはじめ

とする食関連事業者や飲食店等を対象としたセミナーを開催する。

・商品の開発や磨き上げを行うための相談会や、関連事業者による連携

会議を開催する。

・地元のリゾートホテル等との取引機会の創出に向け、商談会を開催する

ほか、管内外で開催される物産展等への出展支援を行う。

観光客の誘致促進

・首都圏等で開催される商談会や旅行博等に参加し、管内の観光に係る

セールスコールや観光情報の発信等を行う。

しりべし商談会2025

ﾂｰﾘｽﾞﾑEXPOｼﾞｬﾊﾟﾝ2025



事業概要

⑦ 持続可能なしりべし農業推進事業 1,200千円

事業期間 Ｒ８～Ｒ10

農作業の省力化や化学肥料・農薬の使用量低減に向けた実証試験や新技術の検証を行
うとともに、担い手の育成を図り、管内農業の持続的な発展を目指す。

主な取組（R8年度）

農業生産技術の実証及び普及

担い手の育成

・栽培品目（施設園芸・果樹）ごとに実証ほ場を設置し、慣行栽培と

比較することで、地域における技術の有効性や生産性の向上・農業

生産資材の低減について実証を行う。

・経験の浅い担い手を対象に、外部講師等の専門家の講義による研修

会を開催し、将来の地域の維持・発展を担う人材の育成及び資質向

上につなげる。

実証ほの設置

研修会の様子

事業概要

⑧後志産木材プロモーション事業 901千円

事業期間 Ｒ８～Ｒ10

後志産地域材の利用拡大を図るため、「ようていカラマツ」ブランド化の促進
及びリゾート関係会社等へのプロモーションを実施し、積極的な地域材の利用を
促進する。

「ようていカラマツ」ブランドの確立

リゾート関係会社等へのプロモーション

・林産試験場で強度試験などの実施、産地（市町村）による強度の

差異を調査し、「しりべし・くつろ木の会」を活用するなど、

「ようていカラマツ」ブランドの定義を検討する。

・調査、検討した結果を踏まえ、「ようていカラマツ」の産地や

期待できる強度などの情報を盛り込んだパンフレット等により、

リゾート関係会社等へのプロモーションを実施する。

主な取組（R8年度）

ようていカラマツロゴマーク

道産木材及び地域材の利用促進に関する勉強会



事業概要

⑨コウナゴ漁期前調査事業 408千円

事業期間 Ｒ６～Ｒ８

水産試験場や関係漁業者と連携して、コウナゴ漁期前調査を実施し、水産試験
場にて取りまとめの上、最適な漁獲サイズに成長する時期を予測。今後の自主的
な資源管理など、漁業者の意識醸成を図る。

主な取組（R8年度）

コウナゴ漁期前調査

調査報告会の開催

・島牧及び寿都沖合海域にて、４月上～中旬にコウナゴを採取し、

水産試験場にて体長測定、測定結果を取りまとめの上、コウナゴ

資源の体長組成を推定し、適切な漁獲サイズに成長する時期

（初漁日）を予測する。

・水産試験場の協力のもと、関係漁業者や漁協、水産加工業者に

対し、調査結果（初漁日等）を周知する。また、調査結果を踏

まえ、商品価値の低い小型魚の漁獲を回避するなど、今後の自

主的な資源管理等について意見交換を実施する。

コウナゴ漁期前調査

調査報告会

事業概要

⑩後志南部地区ニシン魚価向上対策事業 551千円

事業期間 Ｒ８～Ｒ10

後志南部地区のニシンは魚価が低迷しているため、漁獲物調査やニーズ調査等
により課題を整理し、規格の統一や選別作業の効率化など、魚価向上に向けた取
組の有効性を検証することにより、漁業者の所得向上を目指す。

主な取組（R8年度）

漁獲物・取扱調査、卸売業者等へのニーズ調査やサンプル評価

検討会議の開催

・漁獲物の組成調査、選別方法・体制や出荷形態のほか、卸売業者への

ニーズ調査やサンプル評価等により、魚価向上に向けた課題を整理する。

・整理した課題をもとに、検討会議で意見交換を実施する。



事業概要

○地域観光振興事業（宿泊税を活用する事業）

後志地域ならではの優れた観光資源の活用や受入環境の整備などにより、来訪者の満足度
向上に向けた取組を進め、滞在期間の延長、観光の通年化・広域化を図り持続可能な観光地
域づくりを推進する。

主な取組（R8年度）
魅力的な広域観光の推進

グリーンシーズンの魅力向上

○観光客広域移動利便性向上広域実証事業 2,780千円［後志・胆振連携 総額7,060千円］

観光客の移動利便性と満足度向上を図るため、観光拠点（ニセコエリア等）から周辺観光地

（ウポポイ等）への周遊観光バスの運行実証や情報発信等を行う。

○持続可能な周遊観光促進事業 6,820千円［後志・胆振連携 総額8,820千円］

広域的な周遊観光の促進に向け、後志・胆振地域エリアの観光資源を磨き上げるとともに、

地域公共交通機関を活用したモデルルートやガイドマップを作成する。

○グリーンシーズン観光促進事業 5,000千円

夏季の受入環境の充実化に向け、アクティビティ等に係る環境整備と観光情報等を発信する。

移動利便性の向上
○地域交通人材確保事業 6,600千円

観光客が利用する地域交通維持のため、運転手等の確保・定着を図る。

○観光客広域移動利便性向上広域実証事業（再掲）

○持続可能な周遊観光促進事業（再掲）

オーバーツーリズムへの対応
○訪日外国人向けマナー啓発事業 2,000千円

観光施設や宿泊所等の利用マナー、バックカントリースキー等に関する注意事項等を周知する。


